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[bookmark: _GoBack]国際サプライチェーンのためのIT化／EDI化フィージビリティ調査
（2014年度　ベトナム）
1. 調査目的
アジア進出（今回はベトナムが対象）の日系現地法人を訪問し、現地および国際サプライチェーンにおける取引文化の違いによる課題とITによる解決支援ニーズについて、現場の実態を知るべくヒアリングを行う。当調査は、国連CEFACT日本委員会・サプライチェーン情報基盤研究会（SIPS）が日本国内で進めている国際標準に基づく業界横断EDI仕様が、いずれアジア地域においても容易に導入可能で且つ役立つものになるのかを見通すことを目的としている。
なお、訪問先は、現地進出の日系製造業を中心に、それら日系企業のIT化支援を行っているIT企業、およびベトナム地域全般の状況を知るために、日本アジアビジネス協会も訪問する。

2. 調査期間
2014年11月30日（東京／名古屋発）～12月6日（東京／名古屋着）

3. 調査対象候補（交渉中）
テクノロジックアート（ホーチミン市)
フーシェン工業（ホーチミン市　ドンナイ工業団地)
日本アイジャビジネス協会（ホーチミン市)
スタンレー電気（ハノイ　ノイバイ工業団地）
住友商事（ハノイ　タンロン工業団地）
富士通（ハノイ）
NTTベトナム（ハノイ）
NTTデータ（ハノイ）
NTTコム（ハノイ）
その他

4. 調査団
SIPS（菅又）
小島プレス（内藤）
COXEC（斉藤）
データ・アプリケーション（藤野）
インテック（吉田）
グローバルワイズ（稲野）
NTTベトナム（土田）
5. 調査項目
· 訪問企業のベトナムにおける事業の概要
· 訪問企業のグローバル化戦略と課題
· 日本と異なる取引慣行および法制度
· 現地IT化インフラの状況（通信基盤、ASPプロバイダーなど）
· 訪問企業のIT化戦略と課題
· EDIの現状と導入可能性



費用概算
1人当たり　約\250,000（昨年度調査経費より推定）
	・航空賃一式、ホテル宿泊費、朝食・昼食代、空港／ホテル送迎、
	　調査先への移動（車・ガイド料）、海外旅行傷害保険料を含む。


国際サプライチェーンのためのIT化／EDI化フィージビリティ調査
ベトナム：ホーチミン市とハノイ

	日付
	都市
	時間
	交通機関
	スケジュール
	食事

	11/30
（日）
	東京発
ホーチミン市着
	フライト
スケジュール
	航空機
専用車
	東京（3名）、名古屋（2名）、バンコク（1名）からホーチミン空港到着。
専用車でホテルへ。

	

	12/1
（月）
	ホーチミン市滞在
	終日
	専用車
	午前：
日本アジアビジネス協会（市内）
テクノロジックアート（市内）

午後：
フーシェン工業（ドンナイ工業団地）
	朝
昼

	12/2
（火）
	ホーチミン市滞在
	終日
	専用車
	午前：
フジクラ（ビンズン工業団地）

午後：
VARIVAS（ミーフック工業団地）
	朝
昼

	12/3
（水）
	ホーチミン市発
ハノイ着
	フライト
スケジュール
	航空機
専用車
	ホーチミン市からハノイへ移動
	朝

	12/4
（木）
	ハノイ滞在
	終日
	専用車
	午前：
NTTベトナム（市内
NTTデータ（市内）
富士通（市内）

午後：
スタンレー電気（ノイバイ工業団地）、
	朝
昼

	12/5
（金）
	ハノイ滞在
	終日
	専用車
	午前：
NTTコム（市内）
NTTドコモ（市内）

午後：
住友商事（タンロン工業団地）
	朝
昼

	12/6
（土）
	ハノイ発
東京着
	フライト
スケジュール
	航空機
専用車
	ハノイから東京（4名）、名古屋（2名）帰国（翌朝）
	朝
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